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【概要】
今回導入した長尺FPDシステムは、17×17インチのFPDを
三枚組み合わせて長尺撮影を行う。長尺撮影を行わない時
は、一枚をDRカセッテとして使用し、残りは立位・臥位用の
Detectorとして用いることができる。以前はCRを使用した長
尺撮影を行っており、IP(11×14インチ)の詰め替えや画像読
み取りなどに手間がかかり、画像確認に多くの時間を費やし
た。さらにカセッテ読み込み時のエラーにより、再撮影を行
うこともあった。長尺FPDシステム導入後は、撮影画像をす
ぐに確認できることやIPの詰め替えがないことから、撮影の
スループットが向上した。さらに、撮影補助具である手すり
なども装置に付属しているため、撮影介助者を減らすことが
可能となった。またFPDは、被ばく線量の軽減ができること
から、再度撮影条件の見直しを行った。
使用上の注意点として、画像結合部に軽度のアーチファクト
が生じること、DRカセッテの重量化などが挙げられた。今回、
画像結合部にアーチファクトが生じる原因や改善方法につい
ても検討を行った。長尺FPDシステムには画像結合部自動調
節機能があり、照射野内に専用の高吸収マーカーを置くこと
で、自動にマーカーを認識し、結合精度の向上が図れた。
【結語】
今回、当院での使用経験を報告した。装置導入により、長尺
撮影のスループットの向上、被ばく線量の低減を行うことが
できた。今後、さらに撮影の効率化を図れるように検討して
いきたい。
